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2022年4月より、皮膚疾患全般の診療を専門とする千葉由幸 医師が診療部長として就任し、常勤医師2名

体制となりました。皮膚に起こるトラブル全般を扱い、湿疹、接触皮膚炎などの炎症性疾患、白癬（水虫）、ざ瘡、

蜂窩織炎、帯状疱疹といった感染症、粉瘤・脂肪腫などの良性腫瘍、日光角化症・基底細胞癌・有極細胞癌など

の悪性腫瘍の他にも水疱症、乾癬、アトピー性皮膚炎などの難治性疾患まで多岐にわたる疾患を扱っています。
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“地域に貢献できる皮膚科診療を目指します”
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皮膚は体全体を覆う臓器であり、成人の皮膚の面積はたたみ1畳分(約1.6m2)にも相当します。紫外線、ウィルス・

細菌などの微生物、物理化学的刺激などから体を防御するだけでなく、体温調節や水分の流出を防ぎ、また感覚器

としての役割もあります。外的刺激にさらされるため様々な炎症性皮膚疾患や腫瘍性皮膚疾患が発生します。

特にこれから暑い季節を迎えますが、夏は日照時間が長く、気温が上がることで発汗量が増加します。日光や汗によ

るトラブルや虫によるトラブルも増える時期です。具体的な疾患としては、日光皮膚炎(ひやけ)、汗疹(あせも)、虫刺

症また、伝染性膿痂疹（とびひ）、白癬が増加する傾向にあります。こうした疾患に対しては、主に外用療法を行いま

すが、日焼け止めの使用やこまめに汗を拭くなどの日常での対策も大切です。

教科書に1000以上の病名が記載される皮膚科の病気の診療は、医師の判断能力が即座に発揮される分野です。

日々多くの患者さんが受診されますが、慎重な診断・説明・治療を心掛け安心・安全な医療を提供いたします。また、

近年の皮膚科学は免疫・アレルギー学の進歩により大きく変貌していますが、医療情報や新規治療なども提供でき

るように努めてまいります。今後も周辺地域の皮膚科の中心となるような体制づくりを行いたいと思っております。

貴院を受診され、当院皮膚科受診を要する患者さんがおられましたらご連絡ください。

当日の受診も可能です。また当院は病診連携を推進しております。病状の安定した患者さんについて

は逆紹介させていただくこともあります。

周辺地域の皮膚科の中心へ

皮膚科 部長

千葉 由幸 （ちば よしゆき）

■資格

日本皮膚科学会認定皮膚科専門医

■メッセージ

令和４年４月より当院に赴任いたしました千葉で

す。平成７年に横浜市立大学を卒業後、様々な

病院で研鑽を積んでまいりました。今までの経験

を当院皮膚科診療に生かし地域への貢献に尽力

したいと思います。

皮膚科 医員

小林 英資 （こばやし えいすけ）

■メッセージ

令和4年4月より当院に赴任いたしました小林で

す。山の中にある診療所から都心の病院まで

様々な環境で得た経験を生かして多くの患者さ

んのニーズに応えていきたいと思います。皮膚の

ことでお困りでしたら、ご相談ください。

病棟・外来

医師紹介

主治医だけでなくスタッフで情報を共有し、重症皮膚疾患を含めた様々な皮膚疾患の診断や治療をおこなっています。

常勤医は2名体制ですが、入院が必要な患者さんは、これまで通り受け入れ可能です。外来では尋常性白斑、円形脱

毛症などに適応のある紫外線照射療法や皮下腫瘍摘出術の手術を行っています。

相模原協同病院 TEL：042-761-6020（代）へご連絡ください。


